
117

　

は
生
劉
「
が
ん
さ
野
片
員
芸
学

38

娘
の
分
自
、
で
ま
る
な
く
亡
で
歳

活
に
代
時
正
大
る
れ
ら
知
で
と
こ
た
け
続
き
描
ら
す
た
ひ
を
」
子
麗
「

多
が
の
も
た
え
ら
と
ら
か
前
め
斜
は
」
像
子
麗
「。
す
で
家
画
た
し
躍

。
す
で
の
も
い
し
珍
に
常
非
は
き
向
面
正
の
蔵
所
館
当
、
が
す
で
の
い

。
た
し
ま
い
さ
だ
く
て
し
話
お
と
」
す
で
品
作
た
い
て
し
に
切
大

　

見
に
特
回
今
「
が
師
講
辺
沼

ソ
カ
ピ
は
の
る

19

。
品
作
の
歳

ル
テ
ス
パ
の
代
時
ナ
ロ
セ
ル
バ

皆
、
な
い
れ
き
く
ご
す
、
で
画

。
す
で
絵
な
直
素
、
う
違
く
全
は

な
た
き
で
が
と
こ
る
見
く
良
運

き
描
絵
る
あ
能
才
、
い
若
、、
ら

。
す
ま
り
か
分
に
ぐ
す
と
絵
の

は
品
作
（
す
ま
し
心
感
と
た
し

レ
コ
を
品
作
た
れ
わ
言
と
」）
下

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る

2018年3月25日㈰～ 26日㈪

「美術鑑賞」（その56）

館
術
美
一
天

　

た
て
建
に
地
の
上
水
で
縁
た
い
て
し
有
所
を
荘
別、
に
め
た
る
す

守
谷
熊
や
郎
三
龍
原
梅、
に
核
を」
像
子
麗
「
生
劉
田
岸。
館
術
美

館
術
美
県
山
富

　

に
所
場
る
え
集
に
軽
気
が
々
人、
し
か
生
を
間
空
る
め
し
楽
を
望
眺
の
峰
連
山
立

■天一美術館
■谷村美術館
■富山県美術館
■富山市ガラス美術館

。
す
で
ん
さ
一
信
辺
沼 春

て
ね
ず
た
を
館
術
美
く
耀
、
日

―

山
富
、
川
魚
糸
、
上
水

谷川岳を背に建つ和風モダンな建物は建築家吉
村順三氏の遺作。大きなガラス窓から見る「切り
取られた谷川の自然」も素晴らしい

岸田劉生「麗子像」
天一美術館所蔵

館
術
美
村
谷

　

る
す
示
展
を
品
作
の
氏
廣
政
田
澤
家
刻
彫

、
が
て
全
の
室
示
展
る
あ
つ
６。
館
術
美
た
れ
さ

れ
ら
作
て
せ
わ
合
に
刻
彫
像
仏
る
れ
さ
示
展

術
美
う
い
と
る
く
つ
を
物
建
て
せ
わ
合
に
れ

辺
沼
は
と」
た
し
ま
り
あ
に
こ
こ
が
想
理
の
館

。
す
で
弁
の
師
講

背景はシルクロード砂漠の遺跡に見立てて設計された建物。
館内は石窟調で、展示空間の作品は天候や時刻によって違っ
た表情をみせる

パブロ・ピカソ「闘牛場の入口」1900年  富山県美術館所蔵
©2018-Succession Pablo Picasso-BCF(JAPAN)
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線
幹
新
美
現

　

新、
は
と」
賞
鑑
術
芸
の
速
最
界
世
「

、
が
品
作
た
し
作
制

11

ら
か
車
号

16
号。

す
ま
い
て
れ
さ
示
展
に
両
車
各
の
車

14号車　石川 直樹

 11号車　松本 尚

館
術
美
ス
ラ
ガ
市
山
富

　

や
と
街
の
ス
ラ
ガ
「、
と
う
こ
い
て
し
信
発
ら
か
山
富
を
性
能

に
年
昨
一
て
し
と
成
大
集
の
り
く
づ
ち
ま
た
し
指
目
を」
ま

ま
け
が
手
を
計
設
が
氏
吾
研
隈
家
築
建。
館
術
美
た
し
館
開

。
す
ま
り
あ
に
内」
リ
ラ
キ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
「
設
施
合
複

富山県産材のルーバーを活用した温もり
のある空間はあたかも森の中にいるよう

生
学
奨
楽
音

　

式
与
授
金
学
奨

後列左から、
田附さん、羽鳥さん、
植松さん、小林さん、
飯塚さん
前列左から
鞍掛日本大学教授、
大槻日本大学教授、
市橋常務理事、
村井多摩美術大学教授、
平戸女子美術大学教授

鵜殿里菜さん
（ピアノ）

倉地佑奈さん
（作曲）

深井蓉子さん
（サックス）

福本泰之 音楽学部長のインタビューに答える
奨学生のみなさん

音楽学部新入生
ガイダンス会場

2018年奨学金授与式開催
◆音楽奨学生　◆彫刻奨学生

　

芸
立
県
知
愛
、
日
５
月
４
年
８
１
０
２

第
、
て
い
お
に
学
大
術

10

生
学
奨
楽
音
回

音
の
後
了
終
式
学
入
、
が
式
与
授
金
学
奨

わ
行
で
場
会
ス
ン
ダ
イ
ガ
生
入
新
部
学
楽

。
た
し
ま
れ

　

術
芸
が
団
財
当
、
は
度
制
金
学
奨
の
こ

対
を
生
学
の
学
大
同
、
て
し
と
助
一
の
興
振

ま
い
て
し
施
実
り
よ
年
９
０
０
２
て
し
と
象

ば
選
に
生
学
奨
ら
か
中
の
生
学
の
く
多
。
す

奨
ら
か
事
理
務
常
平
淳
橋
市
、
に
名
３
た
れ

、
は
ち
た
生
学
奨。
た
し
ま
れ
さ
与
授
が
金
学

学
楽
音
之
泰
本
福
、
中
る
め
つ
見
が
生
入
新

ま
り
語
く
熱
を
負
抱
の
ら
か
れ
こ
と
び
喜
た

は
生
学
奨
と
る
え
加
を
名
３
の
回
今
。
た
し31

。
た
し
ま
り
な
に
名

　

れ
ま
生
が
家
楽
音
い
し
ら
晴
素
、
来
将

生
学
奨
刻
彫

　

式
与
授
金
学
奨

　

月
６
年
８
１
０
２

22

34
回

。
た
し
ま
れ
わ
行
が
式
与
授
金
学
奨
生
学
奨
刻
彫

　

お
て
れ
さ
施
実
ら
か
年
５
８
９
１
、
は
度
制
金
学
奨
の
こ

が
名
４
２
１
に
で
ま
れ
こ
、
と
る
え
加
を
名
５
の
回
今
、
り

と
の
記
左
は
品
作
の
生
学
奨
。
す
ま
い
て
れ
ば
選
に
生
学
奨

。
す
で
み
し
楽
も
品
作
の
後
今
。
す
で
り
お

「水面」
植松 美月さん
（日本大学）

「島に這う」
田附 希恵さん

（女子美術大学大学院）

「あの頃の思い出」
羽鳥 真早雄さん

（多摩美術大学大学院）

「拡張と破壊」
飯塚 七海さん

（日本大学大学院）

「竜」
小林 源弥さん
（日本大学）
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